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北海道美術にみる 出会いと創造
Art in Hokkaido : Encounter and Creation

　美術家たちの創造活動の背景には、しばしば「出会い」が
あります。人は何かと出会ったり発見することで感銘を受けま
すが、美術家たちにとっても、それは創造の原動力となります。
北海道の美術も、そうした出会いが幾多の潮流を織りなして、
創造の歴史を彩ってきたといえるでしょう。
　まずは人との出会い。なかでも敬愛する師との出会いの例と
して、明治期札幌一中（現南高校）で美術教師だった林竹治
郎に学んだ生徒には、三岸好太郎をはじめとする多くの「道産
子第一世代」の画家や彫刻家がいます。その三岸は後に独立
美術協会で活躍し、「北海道独立美術協会」の結成に指導者的
立場で参画、ここにまた北海道の美術の担い手らが集い、育っ
ていきました。このほか、表現や活動の志を等しくする同志と

の出会いは、グループを生み創造活動の幅を大きくひろげます。
たとえば「北象会」は、難波田龍起を中心として東京で活躍
する北海道出身の画家らとともに結成され、同郷という内面的
な精神のつながりある同志の活動を展開しました。
　そして美術家が宿命的に出会う、「何を」「どう」表すかといっ
たテーマとの出会い。それこそが創造の独自性や個性の源とな
り、美術家である所以となるのですが、ここではより象徴的な
テーマとの出会いから生まれた作品群を紹介します。
　さまざまな出会いのなかで、創造活動を進展させていった北
海道の美術家たち。そうして生まれて響きあう作品群のなかで、
新たな美術の魅力に出会っていただければ幸いです。

Ⅰ　人との出会い
1　師として
林と教え子たち

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

1 林　竹治郎 積丹風景 1925（大正14）年 油彩・キャンバス

2 林　竹治郎 朝の祈り 1906（明治39）年 油彩・キャンバス

3 三岸好太郎 道化 1930－31（昭和5－6）年 油彩・キャンバス 三岸好太郎美術館蔵

4 久保　　守 木馬のある風景 1958（昭和33）年 油彩・キャンバス

5 能勢　真美 緑庭 1930（昭和5）年 油彩・キャンバス

6 長谷川　昇 婦人像 1953（昭和28）年頃 油彩・キャンバス

7 俣野第四郎 良子之像 1922（大正11）年 油彩・キャンバス

松岡映丘と山口蓬春、山口蓬春と森田沙伊

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

8 山口　蓬春 浄境閑寂 1926（大正15）年 絹本彩色・軸

9 松岡　映丘 村雨 1919（大正8）年 絹本彩色

10 森田　沙伊 小鳥 1928（昭和3）年 絹本彩色・屏風・二曲一隻

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

28 ヤーコブ・アガム 『メキシコ』ユカタンの聖なるもの 1990 リトグラフ・アクリル・紙

29 ヤーコブ・アガム 『メキシコ』ユカタンの魔術 1990 リトグラフ・アクリル・紙

30 ヤーコブ・アガム ピカソ礼賛 1990 リトグラフ・アクリル・紙

31 ヤーコブ・アガム 幸福な結婚 1990 リトグラフ・アクリル・紙

32 ヤーコブ・アガム 『祝祭』お祭り気分 1990 リトグラフ・アクリル・紙

33 ヤーコブ・アガム 『祝祭』仮面舞踏会 1990 リトグラフ・アクリル・紙

34 ヤーコブ・アガム 鼓動する心臓（ムード） 1972 ステンレススチール

35 ヘスス・ラファエル・ソト 相反価値・ニューヨークJ 1984 彩色・木・金属

36 ヘスス・ラファエル・ソト 黒の二重正面 1985 彩色・木・金属

37 リチャード・アヌスキウィッツ ライト・カドミウム・レッド・スクウェア 1979 アクリル絵具・キャンバス

38 リチャード・アヌスキウィッツ 聖なる黒の寺院 1983 アクリル絵具・キャンバス

39 リチャード・アヌスキウィッツ 聖なる黄色の寺院 1984 アクリル絵具・キャンバス

40 ブリジット・ライリー アレストⅠ 1965 アクリル絵具・キャンバス（綿）

41 ブリジット・ライリー ファイアバード 1971 シルクスクリーン・紙

42 ブリジット・ライリー シリーズ41：緑に赤と青、黄と紫のねじれ 1979 グアッシュ・紙

43 ブリジット・ライリー VIVA 1985 油彩・リネン

新収蔵品展
New Acquisitions

　2010（平成 22）年度、北海道立近代美術館では 14 作家、
29点の作品と30点の資料作品を新たに収蔵しました。これら
はすべて作家のご遺族や関係者などからのご寄贈によるもの
です。
　地域別には、北海道ゆかりの作家が大半を占めます。本道
で日本画の礎を築いた山内弥一郎（1885 ～ 1954 年）、北海道
美術史に足跡を記した今田敬一（1896 ～ 1981 年）、大正から
昭和に活動した大塚謙三（1901～ 36 年）、水彩の分野で着実
な歩みをみせる志賀迪（1929 年～）、大胆でモダンな木彫を生
みだした砂澤ビッキ（1931～ 89 年）、制作、評論、教育と多
方面で活躍した木路毛五郎（1936 ～ 2003 年）、戦後北海道の
具象絵画を代表する岸本裕躬（1937 ～ 2011 年）、金属や廃材

を用いた造形で知られる楢原武正（1942 年～）、時をテーマに
制作活動を続ける中江紀洋（1943 年～）、道東を拠点にガラス
彫刻を制作する嶋崎誠（1954 年～）があげられます。あわせて、
独創的な版画作品で知られた一原有徳（1910 ～ 2010 年）によ
る版画原版も資料作品として収蔵されました。
　また道外では、日本近代を代表する水彩画家の中西利雄
（1900 ～ 48 年）、フランスで画家として活躍し、同地を終の住
処とした藤田嗣治（1886 ～ 1968 年）、そしてその藤田とも深
い交友をもったエコール・ド・パリの画家アメデオ・モディリアー
ニ（1884 ～ 1920 年）の作品も忘れることができません。
　本展では、こうした新収蔵品のなかから一部をご紹介いたし
ます。

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

1 山内弥一郎 農夫 1923（大正12）頃 絹本彩色

2 山内弥一郎 四季の花 1937（昭和12）頃 紙本彩色・折帖

3 今田　敬一 敬子像 1930（昭和5）頃 油彩・板

4 今田　敬一 少女 1939（昭和14）頃 油彩・キャンバス

5 今田　敬一 昔の先生（能勢真美像） 1963（昭和38） 墨・紙

6 大塚　謙三 下田港雨情 1933（昭和8） 油彩・板

7 砂澤ビッキ 無題 1985（昭和60） アクリル絵具・インク・紙

8 砂澤ビッキ 無題 1983（昭和58） アクリル絵具・紙

9 一原　有徳 放　原版 1976（昭和51） アルミニウム版腐蝕

10 一原　有徳 放 1976（昭和51） アルミニウム版腐蝕・紙

11 一原　有徳 An（A）4　原版 1995（平成7） アルミニウム版腐蝕

12 一原　有徳 An（A）4 1995（平成7） アルミニウム版腐蝕・紙

13 中江　紀洋 地殻交信機 1976（昭和51） 木（サクラ・カツラ）

14 楢原　武正 作品83 1983（昭和58） ミクストメディア

15 木路毛五郎 白い妖精 2001（平成13） アクリル絵具・キャンバス

16 岸本　裕躬 美幌福住原生林 2006（平成18） 油彩・キャンバス

17 嶋崎　　誠 心円 2007（平成19） ガラス

18 アメデオ・モディリアーニ フジタの肖像 1919 鉛筆・紙

19 中西　利雄 白い服の女 1940（昭和15）頃 水彩・紙

20 中西　利雄 教会の見える風景 1930（昭和5） 水彩・紙

21 志賀　　迪 寂 1998（平成10） 水彩・紙

22 藤田　嗣治
（レオナール・フジタ）

「平和の聖母礼拝堂」
完成記念のためのリトグラフ 1966（昭和41） リトグラフ・紙

23 藤田　嗣治
（レオナール・フジタ）

「平和の聖母礼拝堂」
ステンドグラス：聖チェチリア

再制作2008（平成20）／
オリジナル1966（昭和41） ガラス・鉛

＊no.10、12を除き、すべて平成22年度新収蔵作品。
＊no.18は4月16日～ 26日、no.19は4月27日～ 5月22日の間、展示します。



有島武郎と木田金次郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

11 有島　武郎 やちだもの木立ち 1914（大正3） 油彩・板 北海道大学大学院農学
研究科蔵

12 木田金次郎 夏日風景 1930（昭和5）年頃 油彩・キャンバス

13 木田金次郎 風景（下谷あたり） 1910（明治43）年 水彩・紙

14 木田金次郎 青い太陽 1955（昭和30）年頃 油彩・キャンバス

三岸好太郎と北海道独立展

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

15 三岸好太郎 見物客 1933（昭和8）年 コラージュ・紙 三岸好太郎美術館蔵

16 居串　佳一 朝霧（北方） 1944（昭和19）年 油彩・キャンバス

17 植木　　茂 トルソ 1952（昭和27）年 木（赤樺）

18 国松　　登 池 1932（昭和7）年 油彩・キャンバス

19 小山　　昇 摩周湖 1934（昭和9）年 油彩・キャンバス

20 菊地　精二 輪転機 1933（昭和8）年 油彩・キャンバス

小川原脩と福沢一郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

21 小川原　脩 雪 1940（昭和15）年 油彩・キャンバス

22 福沢　一郎 亡者を打つ渡し守カロン 1971（昭和46）年 油彩・キャンバス

荻原守衛と中原悌二郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

23 中原　悌二郎 若きカフカス人 1919（大正8）年 ブロンズ

24 荻原　守衛 坑夫 1907（明治40）年 ブロンズ

本郷新と北海道の彫刻

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

25 本郷　　新 裸婦座像 1960（昭和35）年 ブロンズ

26 佐藤　忠良 ボタン 1969（昭和44）年 ブロンズ

27 本田　明ニ マント―立つ 1976（昭和51）年 木（カツラ）

28 山内　壮夫 風 1972（昭和47）年 ブロンズ

2　同志として　―前衛の志のもとに
北海道生活派美術集団

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

29 大月　源二 三河の農夫ポノマリヨフ 1943（昭和18） 油彩・キャンバス

30 富樫　正雄 狩勝のたたかい 1948（昭和23）年 油彩・キャンバス 建交労北海道鉄道本部蔵

31 伊藤　　仁 廃屋 1951（昭和26）年 油彩・キャンバス

北象会

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

32 赤穴　　宏 作品（格） 1962（昭和37）年 油彩・キャンバス

33 小野　州一 ロンド 1962（昭和37）年 ドンゴロス・パテ

34 上野　憲男 発生D 1962（昭和37）年 油彩・キャンバス

35 難波田龍起 秋の詩 1961（昭和36）年 油彩・エナメル・キャンバス

北海道現代作家展

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

36 国松明日香 万有引力 1973（昭和48）年 シルクスクリーン・鉛板

37 石垣　光雄 無題 1981（昭和56）年 油彩・廃油・紙

38 花田和治 空と 1977（昭和52）年 油彩・キャンバス

TODAY

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

39 阿部　典英 526－ソ 1961（昭和36）年 油彩・ゴム糊・ラッカー・麻布

40 一ノ戸ヨシノリ 国旗 1970（昭和45）年 日米国旗・鏡2枚・鏡スタンド・
木製テーブル2台・テーブルクロス2枚

41 米谷　雄平 地に還るものⅠ 1981（昭和56）年 アクリル絵具・キャンバス

42 田村　　宏 赤い皮 1964（昭和39）年 ペンキ・ベニヤ・布

43 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

44 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

45 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

Ⅱ　テーマとの出会い
No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

46 国松　　登 氷人B 1960（昭和35）年 油彩・キャンバス

47 国松　　登 氷人（A） 1961（昭和36）年 油彩・キャンバス

48 片岡　球子 八仙 1967（昭和42）年 麻布彩色・額

49 片岡　球子 雅楽（女神と胡飲酒） 1967（昭和42）年 紙本彩色・屏風・四曲一隻

50 片岡　球子 還城楽 1967（昭和42）年 麻布彩色・額

51 岩橋　英遠 虹輪（極圏を飛ぶ） 1969（昭和44）年 紙本彩色

52 岩橋　英遠 虹輪（来迎） 1969（昭和44）年 紙本彩色

53 岩橋　英遠 虹輪（南溟を翔る） 1969（昭和44）年 紙本彩色

54 小谷　博貞 立棺 1968（昭和43）年 油彩・キャンバス

55 小谷　博貞 石の中 1972（昭和47）年 油彩・キャンバス

56 岡部　昌生 THE DARK FACE OF 
THE LIGHT 2001（平成13）年 フロッタージュ・紙・鉛筆・

テープ・草花 42点組のうち9点

57 杉山留美子 常 1975（昭和50）年 アクリル絵具・キャンバス

58 杉山留美子 HERE-NOW　あるいは
シャンバラの夜明け 2006（平成18）年 アクリル絵具・綿キャンバス

59 阿部　典英 ネェダンナサンあるいは
再象 1994（平成6）年 木（セン・アサダ・ニレ）・

チャコール

60 砂澤ビッキ 風 1988（昭和63）年 木（ナラ）

オプ・アート 視覚の魔術
OP Art : Optical Magic

　1960 年代中頃に注目をあつめた美術傾向のひとつにオプ・
アートがあります。
　もともとはオプティカル・アート（Optical Art＝「視覚的、
光学的美術」の意味）と呼ばれていたのですが、同時代のポッ
プ・アートになぞらえて、いつしかオプ・アートと略して呼ば
れるようになりました。すべての美術は「視覚的」なものなの
ですが、ここでは、「錯視効果のある美術」という意味をもっ
ています。オプ・アートは、幾何学的図形や色面、波状パター
ンなどのメカニカルな配列によって、動いて見えたり、チカチ
カしたり、光って見えたりといった錯覚を生み出すのです。そ
れは、網膜の生理に直接訴えかける知覚実験だったとともに、

美術の可能性の実験であったと言っても良いでしょう。
　このオプ・アートは、美術の領域を飛び越えて、一時期ファッ
ションや室内装飾、グラフィックデザイン、映画などにも大き
な影響を残しましたが、美術動向としては数年で終息していく
ことになります。しかし、現在では、体験型作品の嚆矢として
ふたたび高く評価されています。
　今回のこれくしょん・ぎゃらりぃでは、そうしたオプ・アー
ト作品の数々を一堂に紹介しています。視覚の魔術ともいえる
錯視が生みだす不思議体験を、この機会にぜひお楽しみくだ
さい。

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

1 ヴィクトル・ヴァザルリ TSILLAG 1990 アクリル絵具・木

2 ヴィクトル・ヴァザルリ KEZDI 1989 アクリル絵具・木

3 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅰ．AUDARD 1980 シルクスクリーン・紙

4 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅱ．Bl-OCTANS 1980 シルクスクリーン・紙

5 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅲ．SILVA 1980 シルクスクリーン・紙

6 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅳ．TAKAT 1980 シルクスクリーン・紙

7 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅴ．TRIBOSS 1980 シルクスクリーン・紙

8 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅵ．TUPA-TU 1980 シルクスクリーン・紙

9 ヴィクトル・ヴァザルリ ゲシュタルト・ゼルド 1976 アクリル絵具・キャンバス

10 ヴィクトル・ヴァザルリ ATHMOS 1982 アクリル絵具・キャンバス

11 ヴィクトル・ヴァザルリ DIA-OR 1974 木綿・羊毛・ゴブラン織

12 ヴィクトル・ヴァザルリ OB 1955 アクリル絵具・板

13 ヴィクトル・ヴァザルリ C-LAPIDAIRE-C 1962 コラージュ・紙

14 ヴィクトル・ヴァザルリ GOTHA-NEG 1958 ～ 78 アクリル絵具・キャンバス

15 ヴィクトル・ヴァザルリ HEGYES 1964 コラージュ・アクリル絵具・紙

16 ヴィクトル・ヴァザルリ DOMBAS-2 1974 アクリル絵具・キャンバス

17 ヴィクトル・ヴァザルリ BATTOR 1977 アクリル絵具・キャンバス

18 ヤーコブ・アガム 深海（1） 1971 リトグラフ・アクリル・紙

19 ヤーコブ・アガム 深海（2） 1971 リトグラフ・アクリル・紙

20 ヤーコブ・アガム ギャラクシー・フェスティバル 1980 リトグラフ・アクリル・紙

21 ヤーコブ・アガム リバティNo.5 1980 リトグラフ・アクリル・紙

22 ヤーコブ・アガム 新しき年の大気 1989 リトグラフ・アクリル・紙

23 ヤーコブ・アガム 公然の小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

24 ヤーコブ・アガム あらわになった小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

25 ヤーコブ・アガム ふたりだけの小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

26 ヤーコブ・アガム 『記憶』時の歩み-追憶 1989 リトグラフ・アクリル・紙

27 ヤーコブ・アガム 『記憶』時の歩み-歴史 1989 リトグラフ・アクリル・紙



有島武郎と木田金次郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

11 有島　武郎 やちだもの木立ち 1914（大正3） 油彩・板 北海道大学大学院農学
研究科蔵

12 木田金次郎 夏日風景 1930（昭和5）年頃 油彩・キャンバス

13 木田金次郎 風景（下谷あたり） 1910（明治43）年 水彩・紙

14 木田金次郎 青い太陽 1955（昭和30）年頃 油彩・キャンバス

三岸好太郎と北海道独立展

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

15 三岸好太郎 見物客 1933（昭和8）年 コラージュ・紙 三岸好太郎美術館蔵

16 居串　佳一 朝霧（北方） 1944（昭和19）年 油彩・キャンバス

17 植木　　茂 トルソ 1952（昭和27）年 木（赤樺）

18 国松　　登 池 1932（昭和7）年 油彩・キャンバス

19 小山　　昇 摩周湖 1934（昭和9）年 油彩・キャンバス

20 菊地　精二 輪転機 1933（昭和8）年 油彩・キャンバス

小川原脩と福沢一郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

21 小川原　脩 雪 1940（昭和15）年 油彩・キャンバス

22 福沢　一郎 亡者を打つ渡し守カロン 1971（昭和46）年 油彩・キャンバス

荻原守衛と中原悌二郎

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

23 中原　悌二郎 若きカフカス人 1919（大正8）年 ブロンズ

24 荻原　守衛 坑夫 1907（明治40）年 ブロンズ

本郷新と北海道の彫刻

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

25 本郷　　新 裸婦座像 1960（昭和35）年 ブロンズ

26 佐藤　忠良 ボタン 1969（昭和44）年 ブロンズ

27 本田　明ニ マント―立つ 1976（昭和51）年 木（カツラ）

28 山内　壮夫 風 1972（昭和47）年 ブロンズ

2　同志として　―前衛の志のもとに
北海道生活派美術集団

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

29 大月　源二 三河の農夫ポノマリヨフ 1943（昭和18） 油彩・キャンバス

30 富樫　正雄 狩勝のたたかい 1948（昭和23）年 油彩・キャンバス 建交労北海道鉄道本部蔵

31 伊藤　　仁 廃屋 1951（昭和26）年 油彩・キャンバス

北象会

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

32 赤穴　　宏 作品（格） 1962（昭和37）年 油彩・キャンバス

33 小野　州一 ロンド 1962（昭和37）年 ドンゴロス・パテ

34 上野　憲男 発生D 1962（昭和37）年 油彩・キャンバス

35 難波田龍起 秋の詩 1961（昭和36）年 油彩・エナメル・キャンバス

北海道現代作家展

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

36 国松明日香 万有引力 1973（昭和48）年 シルクスクリーン・鉛板

37 石垣　光雄 無題 1981（昭和56）年 油彩・廃油・紙

38 花田和治 空と 1977（昭和52）年 油彩・キャンバス

TODAY

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

39 阿部　典英 526－ソ 1961（昭和36）年 油彩・ゴム糊・ラッカー・麻布

40 一ノ戸ヨシノリ 国旗 1970（昭和45）年 日米国旗・鏡2枚・鏡スタンド・
木製テーブル2台・テーブルクロス2枚

41 米谷　雄平 地に還るものⅠ 1981（昭和56）年 アクリル絵具・キャンバス

42 田村　　宏 赤い皮 1964（昭和39）年 ペンキ・ベニヤ・布

43 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

44 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

45 矢崎　勝美 山海 1987（昭和62）年 セリグラフ・紙

Ⅱ　テーマとの出会い
No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

46 国松　　登 氷人B 1960（昭和35）年 油彩・キャンバス

47 国松　　登 氷人（A） 1961（昭和36）年 油彩・キャンバス

48 片岡　球子 八仙 1967（昭和42）年 麻布彩色・額

49 片岡　球子 雅楽（女神と胡飲酒） 1967（昭和42）年 紙本彩色・屏風・四曲一隻

50 片岡　球子 還城楽 1967（昭和42）年 麻布彩色・額

51 岩橋　英遠 虹輪（極圏を飛ぶ） 1969（昭和44）年 紙本彩色

52 岩橋　英遠 虹輪（来迎） 1969（昭和44）年 紙本彩色

53 岩橋　英遠 虹輪（南溟を翔る） 1969（昭和44）年 紙本彩色

54 小谷　博貞 立棺 1968（昭和43）年 油彩・キャンバス

55 小谷　博貞 石の中 1972（昭和47）年 油彩・キャンバス

56 岡部　昌生 THE DARK FACE OF 
THE LIGHT 2001（平成13）年 フロッタージュ・紙・鉛筆・

テープ・草花 42点組のうち9点

57 杉山留美子 常 1975（昭和50）年 アクリル絵具・キャンバス

58 杉山留美子 HERE-NOW　あるいは
シャンバラの夜明け 2006（平成18）年 アクリル絵具・綿キャンバス

59 阿部　典英 ネェダンナサンあるいは
再象 1994（平成6）年 木（セン・アサダ・ニレ）・

チャコール

60 砂澤ビッキ 風 1988（昭和63）年 木（ナラ）

オプ・アート 視覚の魔術
OP Art : Optical Magic

　1960 年代中頃に注目をあつめた美術傾向のひとつにオプ・
アートがあります。
　もともとはオプティカル・アート（Optical Art＝「視覚的、
光学的美術」の意味）と呼ばれていたのですが、同時代のポッ
プ・アートになぞらえて、いつしかオプ・アートと略して呼ば
れるようになりました。すべての美術は「視覚的」なものなの
ですが、ここでは、「錯視効果のある美術」という意味をもっ
ています。オプ・アートは、幾何学的図形や色面、波状パター
ンなどのメカニカルな配列によって、動いて見えたり、チカチ
カしたり、光って見えたりといった錯覚を生み出すのです。そ
れは、網膜の生理に直接訴えかける知覚実験だったとともに、

美術の可能性の実験であったと言っても良いでしょう。
　このオプ・アートは、美術の領域を飛び越えて、一時期ファッ
ションや室内装飾、グラフィックデザイン、映画などにも大き
な影響を残しましたが、美術動向としては数年で終息していく
ことになります。しかし、現在では、体験型作品の嚆矢として
ふたたび高く評価されています。
　今回のこれくしょん・ぎゃらりぃでは、そうしたオプ・アー
ト作品の数々を一堂に紹介しています。視覚の魔術ともいえる
錯視が生みだす不思議体験を、この機会にぜひお楽しみくだ
さい。

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

1 ヴィクトル・ヴァザルリ TSILLAG 1990 アクリル絵具・木

2 ヴィクトル・ヴァザルリ KEZDI 1989 アクリル絵具・木

3 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅰ．AUDARD 1980 シルクスクリーン・紙

4 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅱ．Bl-OCTANS 1980 シルクスクリーン・紙

5 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅲ．SILVA 1980 シルクスクリーン・紙

6 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅳ．TAKAT 1980 シルクスクリーン・紙

7 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅴ．TRIBOSS 1980 シルクスクリーン・紙

8 ヴィクトル・ヴァザルリ パリ-東京　Ⅵ．TUPA-TU 1980 シルクスクリーン・紙

9 ヴィクトル・ヴァザルリ ゲシュタルト・ゼルド 1976 アクリル絵具・キャンバス

10 ヴィクトル・ヴァザルリ ATHMOS 1982 アクリル絵具・キャンバス

11 ヴィクトル・ヴァザルリ DIA-OR 1974 木綿・羊毛・ゴブラン織

12 ヴィクトル・ヴァザルリ OB 1955 アクリル絵具・板

13 ヴィクトル・ヴァザルリ C-LAPIDAIRE-C 1962 コラージュ・紙

14 ヴィクトル・ヴァザルリ GOTHA-NEG 1958 ～ 78 アクリル絵具・キャンバス

15 ヴィクトル・ヴァザルリ HEGYES 1964 コラージュ・アクリル絵具・紙

16 ヴィクトル・ヴァザルリ DOMBAS-2 1974 アクリル絵具・キャンバス

17 ヴィクトル・ヴァザルリ BATTOR 1977 アクリル絵具・キャンバス

18 ヤーコブ・アガム 深海（1） 1971 リトグラフ・アクリル・紙

19 ヤーコブ・アガム 深海（2） 1971 リトグラフ・アクリル・紙

20 ヤーコブ・アガム ギャラクシー・フェスティバル 1980 リトグラフ・アクリル・紙

21 ヤーコブ・アガム リバティNo.5 1980 リトグラフ・アクリル・紙

22 ヤーコブ・アガム 新しき年の大気 1989 リトグラフ・アクリル・紙

23 ヤーコブ・アガム 公然の小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

24 ヤーコブ・アガム あらわになった小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

25 ヤーコブ・アガム ふたりだけの小さな秘密 1989 リトグラフ・アクリル・紙

26 ヤーコブ・アガム 『記憶』時の歩み-追憶 1989 リトグラフ・アクリル・紙

27 ヤーコブ・アガム 『記憶』時の歩み-歴史 1989 リトグラフ・アクリル・紙




